
コロナ禍で困難を抱える女性に対する相談支援業務 【兵庫県神戸市】

新型コロナウィルス感染症の拡大をきっかけとして、就業面から生
活面にわたって困難・課題を抱える女性の問題が顕在化している。

孤独・孤立で不安を抱える女性に対して、社会とのつながりの回復
に向けた支援を行うため、専門相談支援等による相談環境の充実
を図る。

地域の実情と課題

ひとり親支援センター、NPO法人、区役所の生活支援窓口、
DVセンター、マザーズハローワーク、市立小・中・高・特別支援
学校、その他民間シェルターなど

連携団体

孤独や不安を抱える女性のうち、特に相談につながりにくい10～
20代の若年層の女性をターゲットに、気軽に相談できる受け皿を
つくり、個々の事情に寄り添った支援につなげる。

今後の課題

○専門相談は、実施する毎に相談件数が増加していった結果、合計146
人の相談支援数となり、認知度を高めながら必要な方に相談の機会を
提供している。

○女性のための居場所「リリーブ」を相談会と併設開催することにより、
これまで困難を抱え、不安を抱えながらも相談内容が不明瞭であった
り、「相談窓口があることは知っているが、相談しづらい」といった女性
が、本事業をきっかけに気軽に相談することができるようになった。
必要に応じて専門相談にもつないでおり、個々の事情に寄り添った
具体的な支援につながった。

事業の効果

孤独や不安を抱える女性のうち、特に相談につながりにくい
若年層の女性をターゲットに、気軽に相談できる受け皿をつくり、
個々の事情に寄り添った支援につなげる。

目的・目標

○弁護士、司法書士、臨床心理士、看護師、ファイナンシャル
 プランナー、キャリアカウンセラーなどの各種専門家による
 ワンストップ相談会を実施。

○相談会の利用者同士が気軽に交流したり、一人で落ち着きたい
 ときにお茶を飲みながらリラックスできる「女性のための居場所
 （名称：リリーブ）」を併設。希望者にはプチカウンセリングも実施。

○生理用品を公共施設や学校等で配布し、電話相談や相談会へ
 の参加のきっかけとする。

事業の特徴

個別事業費 3,547 千円

交付金額 1,773 千円

事業番号 ３



事業の概要

○弁護士、司法書士、臨床心理士、看護師、ファイナンシャルプランナー、キャリア
 カウンセラーなど各種専門相談員による相談会の実施

〇女性のための相談会・ほっとする居場所「リリーブ」の開設

〇生理用品を公共施設や学校等で配布。電話相談や相談会の情報を記したカードを
 添付し、公共施設や学校等で配布し、相談につなげる。

相談会チラシ
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